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【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】材料力学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・4 年次
【担当教員】

安田 一美

【授業目標・教育方針】
 機械部品や構造部材の材料を選択したり形状や寸法を安全性と経済性の観点から合理的に決定するための理論と方法
を修得させる。

【授業概要】
   材料力学は機械や構造物の部材の強度や変形に関する学問であり、機械装置の設計には欠かすことの出来ない、機
械を学ぶ者にとって重要な基礎的科目であり、機械系の４大力学の一つである。４学年では、３学年での学習内容を
基礎にして、更に発展した内容を学習する。すなわち、梁の変形（静定、不静定）、棒の捻り、歪みエネルギーと衝撃
荷重について学ぶ。

【教科書・教材・参考書 等】
 教科書：伊藤勝悦著：やさしく学べる材料力学（森北出版）
            　　　　 清家政一郎著：工学基礎　材料力学（共立出版）

【成績評価方法】
［前期］中間試験：25%，期末試験：25%，その他：
［後期］中間試験：25%，期末試験：25%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力

【授業計画】（授業名：材料力学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 ～ 9 回    真直梁のたわみ たわみ角とたわみ
片持ち梁のたわみ
支持梁のたわみ
平等強さ梁のたわみ
せん断力によるたわみ

第 10 ～ 15 回   不静定梁 一端固定、他端支持の梁
両端固定梁
連続梁
簡単なラ－メン

第 16 ～ 22 回   ねじり変形 丸棒のねじり
各種断面形状をもつ棒のねじり
ねじりと曲げの組み合わせ
コイルばねの応力と変形
丸棒の塑性ねじり

第 23 ～ 30 回   ひずみエネルギ－と衝撃荷重 ひずみエネルギ－
３次元応力におけるひずみエネルギ－
相反定理
カスティリア－ノの定理
薄い曲がり梁の変形
衝撃荷重による応力と変形
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